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【手続補正書】
【提出日】令和2年8月25日(2020.8.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　昇華性染料を含有する染色用インクとともに基体に塗布される固体の昇華性キャリア剤
を含有するキャリア剤インクであって、前記染色用インクと前記キャリア剤インクとが塗
布された染色用基体を加熱することによって、前記染色用基体に塗布された前記昇華性染
料及び前記昇華性キャリア剤を昇華させ、前記昇華性染料及び前記昇華性キャリア剤を樹
脂体に付着させて、樹脂体を染色するためのキャリア剤インクにおいて、
　前記キャリア剤インクは、前記昇華性キャリア剤、水、保湿剤、及び分散剤を含有する
ことを特徴するキャリア剤インク。
【請求項２】
　請求項１のキャリア剤インクにおいて、
　前記キャリア剤は、４－フェニルフェノールであることを特徴とするキャリア剤インク
。
【請求項３】
　請求項１又は２のキャリア剤インクにおいて、
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　前記キャリア剤インクは、印刷装置を用いて、前記染色用インクとともに、前記基体に
印刷されることによって、前記基体に塗布されることを特徴とするキャリア剤インク。
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